
議事５ 国立公園事業の
決定及び変更について
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本日のご説明の流れ

１．諮問案件一覧について

２．本日の説明案件５件について

 2 



１．諮問案件一覧について

 3 



諮問案件一覧（計１７件）

説明 議事1-4で説明した案件 説明 議事5で説明する案件 非説明 資料説明とさせて頂く案件
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諮問案件一覧

説明 議事1-4で説明した案件 説明 議事5で説明する案件 非説明 資料説明とさせて頂く案件
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２．本日の説明案件５件について
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本日の説明案件５件

１．阿寒摩周国立公園

屈斜路湖北西外輪山線道路（歩道）【変更】

２．阿寒摩周国立公園

屈斜路湖美幌峠接続登山線道路（歩道）【決定】

３．阿寒摩周国立公園

摩周湖西別岳探勝線道路（歩道）【変更】

４．三陸復興国立公園 亀山園地【変更】

５．富士箱根伊豆国立公園 猪之頭園地【変更】
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１～３件目 阿寒摩周国立公園
道路（歩道）関係

１．屈斜路湖北西外輪山線道路（歩道）【変更】

２．屈斜路湖美幌峠接続登山線道路（歩道）【決定】

３．摩周湖西別岳探勝線道路（歩道）【変更】

３件共通して、「阿寒摩周国立公園トレイルネットワーク構想」に基づいて
事業決定及び変更するものなので、最初に同構想について説明させてい
ただきます。
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阿寒摩周国立公園トレイルネットワーク構想

「阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト
ステップアッププログラム2020（以下、

「ステップアッププログラム」という）」
等に基づき、国立公園内に歩いて自
然を体験できるトレイル（散策路や登
山道）とそのネットワークを整備し、イ
ンバウンド利用、長期滞在利用を推
進する取り組みが進められている。

①

②

③
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阿寒摩周国立公園

屈斜路湖北西外輪山線道路（歩道）

屈斜路湖北西外輪山線道路（歩道）【変更】

路線距離：2.5km→15km

執行者（予定者）：美幌町

変更

第１種特別地域（国有地・林野庁）

津別峠

美幌峠

藻琴山

●位置図 ●計画図

阿寒摩周国立公園

北海道

○主な利用は藻琴山登山、屈斜路湖
での釣り、藻琴峠及び美幌峠からの
展望鑑賞等である。

屈斜路湖

く っ し ゃ ろ こ ほ く せ い が い り ん ざ ん
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変更後
変更前（現行区域）

屈斜路湖北西外輪山線道路（歩道）【変更】阿寒摩周国立公園

事業規模

路線距離：2.5km → 15km

○屈斜路外輪山を繋ぐ歩道のう
ち、藻琴山と美幌峠の区間を開
通させる。トレイルネットワー
クの一部として位置づける。

○調査の結果、路線の概略が決
まったことから変更するもの。
事業規模は実測による。

美幌峠より

第１種特別地域
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屈斜路湖北西外輪山線道路（歩道）【変更】

・調査段階で、ハイマツの群落や脆い地形への
影響が最小限度に抑えられるよう配慮している。

・維持管理にあたっては、
歩行者1人が通れる程度の刈り払いを年間２回程度実施する。

自然環境への影響

阿寒摩周国立公園

写真１及び２は新たに決追加する区間。調査用に刈払されている。

写真１ 写真２

利用上の必要性及び効果

本事業によりトレイルハイキングを中心とした滞在型利用が増加し、公園内を周
遊しながら自然や文化への理解を深める効果が期待できる。
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○屈斜路湖畔西側から標高約500mのカルデラ外輪山の稜線部に至る斜面であり、
トドマツやミズナラ等の針広混交林となっている。

○周辺の主な利用形態は、屈斜路湖での釣り、美幌峠からの展望鑑賞等である。

屈斜路湖美幌峠接続登山線道路(歩道)【決定】

路線距離: 5.5km

執行者(予定者): 弟子屈町
決定

第１種特別地域（国有地（林野庁））

北海道

●美幌峠

●位置図 ●公園計画図

美幌峠

阿寒摩周国立公園

阿寒摩周国立公園

屈斜路湖美幌峠接続登山線道路
（歩道）

く っ し ゃ ろ こ び ほ ろ と う げ

て し か が
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屈斜路湖美幌峠接続登山線道路(歩道)【決定】阿寒摩周国立公園

事業規模

路線距離：５．５ｋｍ

○屈斜路湖から美幌峠に至る旧道を、外輪山に至る歩道として位置づけるもの。
トレイルネットワークの一部として位置づける。

○調査の結果、路線の概略が決まったことから変更するもの。規模は実測によ
る。

屈斜路湖美幌峠

接続登山線道路（歩道）

決定路線図

第１種特別地域
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屈斜路湖美幌峠接続登山線道路(歩道)【決定】

・旧道を活用したものであり、
地形や自然の改変は最小限度に抑えられる。

・維持管理にあたっては、
歩行者1人が通れる程度の刈り払いを
年間２回程度実施する。

自然環境への影響

阿寒摩周国立公園

写真

利用上の必要性及び効果

本事業により展望の良い屈斜路湖外輪山に至ることができるほか、トレイルハイ
キングを中心とした滞在型利用が増加し、公園内を周遊しながら自然や文化への
理解を深める効果が期待できる。
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阿寒摩周国立公園

摩周湖西別岳探勝線道路（歩道）

摩周湖西別岳探勝線道路（歩道）【変更】

路線距離: 18km→23km

執行者(予定者): 清里町変更

特別保護地区、第１種・第3種特別地域、普通地域（国有地・林野庁）

摩周第一園地

裏摩周園地

●位置図 ●計画図

阿寒摩周国立公園

北海道

○摩周第一園地は本公園の主要な展
望地の一つとして多くの利用者が集
まる。摩周岳・西別岳の登山利用も
多い。

摩周湖

摩周第三園地

摩周岳

西別岳

ま し ゅ う こ に し べ つ だ け た ん し ょ う
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変更後
変更前（現行区域）

摩周湖

摩周岳

摩周第三園地

西別岳

摩周湖西別岳探勝線道路（歩道）【変更】阿寒摩周国立公園

事業規模

路線距離：18km → 23km

○摩周湖外輪山を繋ぐ
歩道のうち、歩道分岐
点と裏摩周園地の区間
を開通させる。トレイ
ルネットワークの一部
として位置づける。

○調査の結果、路線の
概略が決まったことか
ら変更するもの。事業
規模は実測による。

摩周第一園地

裏摩周園地

稜線より摩周湖

第１種特別地域
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摩周湖西別岳探勝線道路（歩道）【変更】

・調査段階で、ハイマツの群落や脆い地形への
影響が最小限度に抑えられるよう配慮している。

・維持管理にあたっては、
歩行者1人が通れる程度の刈り払いを年間２回程度実施する。

自然環境への影響

阿寒摩周国立公園

写真１及び２は新しく追加する区間。現在刈払いはされていない。

写真１ 写真２

利用上の必要性及び効果

本事業によりトレイルハイキングを中心とした滞在型利用が増加し、公園内を周
遊しながら自然や文化への理解を深める効果が期待できる。
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４件目 三陸復興国立公園
亀山園地【変更】
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三陸復興国立公園

亀山園地

亀山園地【変更】

区域面積：36ha→41.2ha

執行者（予定者）：気仙沼市

○本園地は、三陸復興国立公園の主要利用拠点の１つである気仙沼大島の北
部に位置している。

○気仙沼大島の主な利用形態は、景勝地の周遊、海水浴・シーカヤック等の
マリンレジャー、島内のトレッキング、釣り等である。特に夏期のマリンレ
ジャーの人気が高い。

○本園地は3大島の全景をはじめ、360度の眺望を楽しむことができ、本地域
の利用の中心と捉えられている。

変更
第2種、第3種特別地域（気仙沼市有地） 亀山山頂より南側の眺望

亀山と大島大橋

●位置図 ●計画図

三陸復興国立公園

宮城県
亀山

か め や ま
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今回拡張
変更前（現行区域）

亀山園地【変更】三陸復興国立公園

事業規模

区域面積：36ha → 41.2ha
○平成31年4月7日に本土と島とを繋ぐ橋が開通した
ことにより、自家用車や大型バスで来島する利用者
が増加し、令和元年度は平成以降最多の島内観光客
数となった（約68万人※前年約９万人）。また、震
災前にはフェリー乗場から第１レストハウスまでリ
フトが整備されていたが、震災時の火災によって消
滅していた。

○現状では、中腹に駐車上が整備され徒歩で山頂ま
で行くルートと、4-11月までは土日祝限定で無料
シャトルバスが中腹駐車場から山頂手前のレストハ
ウスまで運行しているが、山頂まで徒歩で距離があ
り傾斜がきついためアクセスに難があり、利用率が
高くない。そのため、山頂付近までの斜行エレベー
ターを整備しアクセスを改善し、既存のレストハウ
ス等を改修して、園地一帯として整備を行い、亀山
山頂部からの景色を多くの利用者に利用してもらう
ことを想定している。

○現状、中腹駐車場からレストハウスまでの道路脇
に、バスが運行していない平日には一般車が乗り入
れる状態となっているが、斜行エレベーター設置に
伴い、山頂部までの道は廃止する予定のため、山頂
付近への排気ガスの影響が少なくなることが考えれ
る。また、中腹駐車場の拡幅により観光シーズンの
駐車場までの渋滞が緩和される。

○合わせて事業決定規模と執行範囲の実態に齟齬が
あることから是正する。

区域拡張
11.6ha

現行決定規模（面積の修正）

36ha→29.6ha

第2種特別地域
第3種特別地域
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亀山園地【変更】

亀山園地再整備計画

⚫斜行エレベーターの設置（山頂駅、駐車場駅設置を含む）、既存レストハウスの改修、駐車場の
拡張を行い、園地一帯となった整備を行うもの。

三陸復興国立公園

【新規整備】
・斜行エレベーター
・駅舎（山頂部、駐車場部）
・駐車場拡張

【既存施設改修】
・第１、２レストハウス

新設

改修

林内の様子

既存の駐車場及び遊歩道

搬器イメージ図

設置イメージ

※あくまでイメージ図であ
り、詳細については執行
協議の際に調整。
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亀山園地【変更】

当該地はアカマツ等の針葉樹を中心とした林地
であるが、松くい虫（マツ材線虫病）の影響で
半数近くが枯損木である。

斜行エレベーターや山頂駅の設置、第２レスト
ハウスの改修は、主要な展望地から望見されるた
め、スカイラインを分断しないよう配慮し、また
スロープカーの支柱の高さや色彩は風致上支障の
ないように設置を行う。また斜行エレベーターの
沿線沿いには修景緑化を行う。施設の設置に伴い
樹木の伐採が発生するが、斜行エレベーターの沿
線沿いはアカマツ林となっており、松くい虫によ
る枯木が多く、伐採による風致上の支障は少ない
ものと思料する。

以上より、自然環境や風致に与える影響は軽減
されるため、自然環境への影響は少ないものと思
料される。

なお、管理運営は民間企業によってなされる
予定である。

自然環境への影響

三陸復興国立公園

写真

亀山山頂付近からの眺め

浦の浜から亀山を拝む
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５件目 富士箱根伊豆国立公園
猪之頭園地【変更】
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○標高700ｍから1,000mの富士山の西麓に広がる高原地域で、四季を通じて寒暖の差が

少なく、湿潤な大気が霧を作り出すなど豊かな自然環境の中にある。

○高原地域で気候も良く富士山を眺望できる好立地条件で、ドライブによる通過型の利

用に加え、キャンプの利用が多い。

猪之頭園地【変更】

区域面積：10.5ha（変更なし）

最大宿泊者数：無し→190人／日

執行者：静岡県

第２種特別地域（公有地（静岡県））

●位置図 ●公園計画図

富士箱根伊豆国立公園

富士箱根伊豆国立公園

猪之頭園地

事業予定位置

変更
い の か し ら

富士山方向

富士山西麓
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富士箱根伊豆国立公園

猪之頭園地芝生広場

猪之頭園地【変更】

○既設園地内に炊飯棟等を新設することによりキャン
プ場を整備し、付帯野営場施設として位置づけるも
のである。

○利用者の増大に伴い、周辺エリアの野営場が過密な
状態となり快適な利用に支障が生じていることにつ
いて、本園地の付帯野営場整備により、利用者数に
見合った施設が整備されることにより、快適な利用
が確保されることが見込まれる。

区域境界

整備予定エリア

変更の内容：最大宿泊者数の設定（無し→190人/日）

第２種特別地域
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想定する炊飯棟の例（周辺他施設）

⚫ 既存の芝生エリアを利用し、
炊飯棟などの整備を行う。

キャンプ場の整備

富士箱根伊豆国立公園

執行者：静岡県

○新たに付帯予定であるテントサイトは、既存園地の芝生エリアを流用し炊飯棟
等必要最小限の施設を新設することにより開設する予定であり、新たなエリア
の開発行為を伴うものではなく自然環境への影響は小さい。

自然環境への影響

猪之頭園地【変更】

参考：園地既存の四阿

参考：園地既存の案内看板・公衆トイレ（奥）
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